
 

 

 

 

 

  

主題 守られて・じっくりと 目標 思いや遊びが尊重されて安心して過ごす 

聖句 信仰と希望と愛、この三つはいつまでも残る。その中で 

最も大いなるものは愛である コリント１（１３:１３） 

讃美歌 ♪ひとりひとりの名を呼んで 

 ♪ナザレのおうち 

月の歌 やぎさんゆうびん・たこのうた 

月 火 水 木 金 土 

    １ 

 

２ 

 

 

４ 

 

 

５ 

良い歯の教室 

６ 

 

７ 

礼拝 

 

８ 

体育教室 

 

９ 

 

１１ 

成人の日 

 

１２ 

交通訓練 

身体測定 

１３ 

 

１４ 

礼拝 

 

１５ 

 

 

１６ 

 

１８ 

 

 

１９ 

 

２０ 

誕生会 

２１ 

礼拝 

 

２２ 

体育教室 

２３ 

 

２５ 

 

 

２６ 

避難訓練 

２７ 

 

２８ 

礼拝 

２９ 

 

３０ 

 

「信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である」 

（コリントの信徒への手紙Ⅰ 13章 13節） 

2021 年を迎えました。今年もコロナ禍のなかで、どのように毎日の生活をおくるかが、問われることになりそうです。し

かし、私たちは新しい年を迎えて、心を新たにし、新しい歩みを始めようと願い、祈りをかけたことと思います。コロナ

禍の状況、人と人とが分断される傾向がありますが、やはり、多くの人々の愛情と守り、支えと慰め、励ましを信じ、子

どもたちは特に、そのような中でも心身ともに成長してほしいものです。このような時代は、自分で考え、自分で行動す

るという、自主・自立・自律を求められています。気持ちもセルフ・コントロールすることが期待されます。子どもたち

には、どのような状況をおかれても、心豊かな人間に成長してほしいと願っています。周りの人々から愛情を豊かに受け

つつ、自らもいつもその愛情を豊かに人々に分かち合えるように育って欲しいと願っています。人間はお互いに信頼し、

助け合うことによって、社会共同体を造っています。言葉や行いを通して人に感謝し、喜びをもって生きていることを具

体的に表わしていきましょう。神さまや家族、お友だちに祝福され、守られ、支えられ、恵まれた歩みをすることを祈り

つつ、2021 年度の歩みを、希望を持ち、愛する心、そして人を信じる心を持ちつつ過ごしていきたいと思います。 

牧師 濱田 道明 

 


